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なぜ無作為化比較試験が活動報告なのか
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本誌第70巻第 3 号に掲載されている「手紙と電話

による特定保健指導の利用再勧奨の効果都市部に

おける保健指導利用に積極的な層への無作為化比較

試験」は，論文の種類が「公衆衛生活動報告」で

す1)。無作為化比較試験（RCT）は，公衆衛生の

“活動”や実践報告ではなく，研究・調査に該当す

るのではないかと思います。確かに，地域が限定さ

れ，人数も多くはありませんが，どのような理由で

RCT の論文が公衆衛生活動報告になったのが大変

気になります。

上記のように，地域や人数の限定などにより，研

究内容に課題があり，その解釈に留意が必要である

ならば，編集委員や査読者からのコメントをつけた

方がよいではないでしょうか。たとえば，「特定保

健指導の利用勧奨をいくら行っても，その内容が魅

力的なければ，利用は増えない。それは，一般の商

品と同じで，売れない商品をいくら宣伝しても売れ

ない。利用勧奨よりも，特定保健指導そのものの内

容を充実させたり，利便性を高めたりすることが大

切ではないか。」などのように。

以上，RCT を「公衆衛生活動報告」とした理由

等について，編集委員の意見をうかがいたい。

本稿について，開示すべき COI 状態はない。
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